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り、現 時点 （10月 中 〉で は、ブ ラ イ ン ドサ ッ カ
ー

選 手ユ2名 にお

い て 、2種類 （1支 点、3支点）の 補助 ロ ープを用い た 動作別、各

群の 差 の 検定 に t検 定 を行 い p ＜ 0、05を持 っ て 有意差 あ り と した

と こ ろ、両群 の 問に有意 な差 が み られ た。
なお現在、比較対象群 の 測定を行っ て い る。

ス ポー
ツ 活動を対象と する 『当事者性1 の研 究方法の 検討

一聴 覚障害者 を事例 とする人類学 的研究一

（当 日 プ ロ グ ラ ム の 把握 と障 が い に 関す る 知識 の 習得 ）の 実施、
参加 す る 障が い 児 に 関 す る ス タ ッ フ へ の 情 報提供 、ス タ ッ フ が

増 え る こ と に伴 う財源 確保等 が 挙 げ ら れ た。ま た、障が い 児 に

関す る 情報 提供 の 範 囲や、障が い 児に 対応す る こ とで 健常児へ

の 対応が 不十分 に なる こ と等が課題 と して 提起 された。なお、こ

れ ら の 内容 に つ い て 、参加 す る 障が い 児の 障 が い 種別 や 程 度、ス

タ ッ フ の 経験等に よ っ て 異なる こ とが予想 され る こ とか ら、一

般化が今後 の 課題 で ある。

○ 渡辺 儀
一

　 日本体育大学大学院

【研 究 の 目的1本研究 は、健 常者 の ス ＊
’一

ツ 活動に 参加する 際に

生 じ る 問題 を 障害者 の 側 の 視座 か ら 明 らか に して い く研 究方 法

に つ い て 検 討す る 。なお 、本研究で い うと こ ろ の 「当事者性」と

は、障害者 と して 健常者の ス ポ
ー

ツ に參加 しやすい 聴 覚障害 者

に 限定 し、こ の 事例 に 基づ い て 検討 する 。
【研 究の 方法】健 常者 の ス ポ

ー
ツ に 参加 して い る、参 加 して きた、

参 加 した こ とがあ る等、の 経 験 を して きた、ある い は現 在 もし

て い る 成 人 の 聴 覚 障 害 者 で か つ 、デ フ リ ン ピ ッ クや デ フ ス ボ
ー

ッ 、デ フ チ
ー

ム 等 に 加入 も し くは 関わ っ て い ない 人 を対象 に 、イ

ン タ ビ ュ
ーを中心 に お こ ない 、可 能で あれ ば参与観察 な ど も実

施 す る 。なお、イ ン タ ビ ュ
ー

に つ い て は デ プ ス イ ン タ ビ ュ
ーで

お こ ない 「ア ク テ ィ ブ
・
イ ン タ ビ ュ

ー
」また は 「当事者研究」 の

方法 で、手話 ま たは 筆談 に よ る対話 でお こ な う。
【研 究の 視点 】障害者 に お い て 「当 事 者 性 」 や 「当事 者 学 」が 最

近 使 わ れ始 め て きて い る こ とか ら、ス ポーツ に お い て も同様 な

研究 が 始 まる と考 える。本研 究で は、当事 者性 を重視す る こ と

か ら研究者 で ある 私の 立場 と同様の 聴覚障害を持つ 人々 が、健

常者 の ス ポーツ に 参加 す る こ と に よ っ て 生 まれ る 違和感 や 問題

を明 らか に する とこ ろ で あ る 。
【考察 と可能性 】健常者と障害者 とい う関係性は 明 らか に大きな

力 関係 が ある だ けで な く、バ タ
ー

ナ リズ ム 性 を持 っ て い る こ と

も事実で ある 。 その よ うな状態の 中で、マ イ ノ リテ ィ ある い は

弱者で ある 障害者 の 側の 論理 で 物 事 を解 釈 して 示 した と して も、
健常 者の 側 の 認識 で は理 解不 能で あ る こ とが 多か っ た。ス ポ

ー

ツ に お け る 健常者 と聴覚 障害 者 の 間 に 生 じ る障 壁 を 異 文化 コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 側面 か ら、聴覚 障害者 の 側 の認 識 を健常者
の 側 の 認 識 に理 解 して も ら えるた め の モ デ ル を検討す る。

地域に お け る イ ン クル
ー

シ ブ ・イ ベ ン トの 実践

新 体力テ ス トか らみ た成人知的 障害者の体力水準

○免 田佳子、 常見恭子、硴田智也、塚越和 巳

　埼玉 県総合 リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン セ ン ター健康増進担 当

【目的】文部科 学省 が 平成 11年度 か ら導 入 して い る新 体力 テス ト

（20　一　64歳対 象） は、健 常 者 を対 象 として い る こ とか ら、運動
麻 痺 の な い 障害者 へ の 適 応 が 可 能 に な る と思 わ れ る。そ こ で 本

研 究 で は、知 的障害 の ある 成人男 性 を対象に新体力テ ス トを実

施し、そ の 適応 と体力水準 を分析 した 。

【方法 】対 象は、当 セ ン タ
ー

障害者 支援施設 就労移行 支援 に属 す

る 知 的障害の あ る 男性 38人 （33，0± 9．1歳）で あ る 。 身長、体重

お よ び BMI は、それ ぞれ 工68．1± 6、8  、74．3± 17．5　kg、26、2± 5．5、
障 害 の 程 度 は A （重 度 ）5人、B （中度＞21人、　 C （軽度）12人
で あ っ た。利用 開始 時 （トレ ーニ ン グ前 ） に測 定 した結果 を評

価 値 として採 用 した。握力 、 上 体起 こ し、長座体前 屈、反復 横

とび、立 ち幅 とび は新体力 テ ス ト実施 要項 に 基づ い て 行 っ た が、
1500m 急歩 に つ い て は ス ペ ース の 関係上、25m の 直線 を 30往復

し、その 時間を計 測 した 。 なお、全項 目を体育館 に て 、マ ン ツ
ー

マ ン で 行 っ た。
【結 果】すべ て の 対象者が 新 体力テ ス トの 全項 目を 実施す る こ と

が で きた 。 握力、上 体 起 こ し、長 座体 前屈、反復横 と び、1500

m 急歩お よび 立 ち幅 と び の 平均 値 は、そ れ ぞ れ 33．4±7．7  、13．6
± 5．2回、26．7± 10．7c皿、26．1±8，5点、1076，5± 156．8秒、137．8±

3D．4   であ っ た。
【考察J 知的障害の ある 成人 男性 に対 して 新体 力 テ ス トが実施可

能 な 測定 で あ る こ と が 明 らか に な っ た。一方で、本研 究 の 結果

を文部科学省が発表 して い る 平成24年度年齢別 テス トの デ
ー

タ

と比 較 した と こ ろ 、全て の 種 目で 6D−64歳 の 平均 値 を下 回 り、成

人知 的障 害者の 体力水 準の 低 さが 指摘 さ れ た 。 こ れ らの 結果が 、
知的障害者の 体力水準 を 正 確 に 反映 して い る の か、も しくは何

らか の 影響 に よ り最大 の 力が十 分発揮 され ない

’
冂∫能性 が あ る の

か、今 後、検討す る必 要性 が 示 唆 され た 。

○奥田 睦子

　金沢 大学

【目的】子 ど もた ちが 「共に 学び共に 育つ 」こ とが で きる 共生 社

会の 実現 を 目指 して 、学校 で は 国の 政策 に よ っ て イ ン ク ル ー
シ

プ教育が推 進 さ れ て い る が、学校外す な わ ち 地 域 （社会） で は、
必 要 な配 慮 と 支援 を 整え た 上 で の イ ン ク ル ーシ ブ な環境 を作 り

出せ て い な い 状 況 に あ る。本 研究 で は、発 表者が 関 わ っ た 可 能

な限 り必 要 な配 慮 と支援 を整 えた 地 域 に お け る イ ン ク ル
ー

シ ブ ・
イ ベ ン トの 実践 をふ り返 り、地域 に お ける イ ン ク ル ー

シ ブ ・イ

ベ ン トの 開催 に 必要 な準備や 課題 に つ い て 検討する こ とを 目的

とす る。
【方法1 イ ン ク ル ーシ ブ ・イベ ン トは、大 学 （生 ）、放課 後等児
童 デ ィ サービ ス 、総 合型地域 ス ボー

ツ ク ラブ が 協働 して 行 っ た 。

イベ ン トの 内容は 『ア ウ ト ドア ク ッ キ ン グ＆ 運動遊 び」 で あ り、
知 的障が い 児 を 持 つ 親子 5組、健常 児 を持つ 親 子 の 計10組 （20
〜　25人 ）を募集定員 と した 。 イ ベ ン ト終了後、本研 究 の 目的 に

即 して、関 わ っ た ス タ ッ フ に 半構造 化 イン タ ビ ュ
ーを行 っ た。

【結果お よ び考察】イ ン ク ル ー
シ プ ・イベ ン ト開催 に 必 要な準備

と して 、企 画段 階か らの 障が い に 関す る 専 門 家 の 介 入、協働 事
業 にお け る協働 団体 間の パ ワ

ーバ ラ ン ス の 均衡、ス タ ッ フ 研 修

発 達 障害 の あ る 児 童 の 余暇 充 実 に 向 け た体 育 ・ス ポ
ー

ツ の 取 り

組 み （そ の 1）
一

体操教室 で の案践紹介 を中心 に 一

0 内田 匡 輔、吉岡 尚美、重藤誠市郎、大和泰基

　東 海大学体 育学部

【目的】2012 年 に 文部科学 省 が行 な っ た 「通 常 学 級 に在籍 す る発

達 障害 の 可 能性 の あ る 特別 な 教 育 支援 を必要 とす る 児 童生徒 に

関す る調査 」 に よ れ ば、学習 面又 は行 動面 で 著 しい 困難 を示す

児童 の 割合 は 6．50foとある。2002年 に実施さ れ た 同省の 調査で は、
6．3％ で あ り、調 査 に 「発 達障害 の 可 能性 」が 含 まれ た 中 で 増加

した 2012年の 結 果か ら も、現在 の 教 育現 場 の 困難 さ を垣 児見 る

事 がで きる、様 々 な困 難の ある 児童生徒の 特徴に 合わ せ た効 果

的 な 運 動 指導 法が 多 く示 さ れ、指 導現 場 で 実践 が可能 に な っ て

い る が、本 研究 で は、こ うい っ た活動の
一

端と して 実践 を重 ね

て きて い る 「エ コ
ー

キ ッ ズ体操 ク ラブ」 （1996年〜）の 様子 を紹

介す る。本 活動 を よ り児 童生 徒の 特徴 に合 わ せ 効 果的 な 活動 と

す る ため 実 践 して い る ア セ ス メ ン トの 実際 と運動 の プ ロ グ ラ ム

の 構 築の 関係 を整理 しまとめる こ とを目的 した。
【方法 】本体 操教 室 の 様子 を ビデ オ で 記録 し、活 動 を まと め た。

（21＞21
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ま た 、 活動 に 参加 す る児童生 徒 の 保 護者 （20人 ）に ア セ ス メ ン

トシ
ー

トを配布、実施 し、児童生 徒 の 生 活、運 動、行動 に つ い て、
評 価を行った 。また 、こ れ らの 記録 を基 に 運動発 達 チ ェ ッ ク リ

ス ト （松原 2012）で 動 きの 評 価 を 実施 す る と同 時に、ア セ ス メ

ン トシ
ー

トの 評価 の 有効性 につ い て分析 を試 み た。
【結果 と考察 1 本研 究 で は、保 護者 が最 も普 段 の 運 動 の 中 で 児童

生徒 が苦 手な動 きと回答 した もの は 「ま りつ きがで きない 」（9人）

や 「ボ
ー

ル を 狙 っ た と ころ に投げ ら れ な い 」（8人 ）「捕 球で きない 」

（9人〕 とい っ た、操作 運動 に 関連する 動 きで あ っ た。他 に も、「鬼
ご っ こ で す ぐに 捕まえ られ ない 」〔9人〕とい っ た変換 に 関連 す

る 動 きに は困難 さがあ る こ とが 分か っ た。ま た 「走 っ て い て 急

に 止 まれ ない 」「よ
一

い ドン の合 図 で ス タ
ートを切 れ ない 」とい っ

た項 目の 得点 は低 く、活動 内で実 施す る 内容 と関係 して い る こ

とが 見 ら れ た 。 こ れ らの 結果 を基 に さ らなる プ ロ グ ラ ム の 充実

を図 っ て い る。

発 達障害の あ る 児童 の 余暇 充実 に 向 けた体育 ・ス ポーツ の 取 り

組み 〔その 2）

○大和泰基、内 田 匡輔、吉 岡尚美、重 藤誠 市郎

　東海大学体育学部

【目 的】エ コ ーキ ッ ズ 体操 ク ラ ブ は 1996年神奈 川県 秦 野 市 に在 住

の 小 学生 ま で の 自閉 症が ある 子 ど も とそ の 保 護者 を 対象 と した

体操 サ
ー

ク ル と して 始 ま り2014年 に 19年 目 を迎 えた。本研 究 で

は こ の 活動 を保護 者の 視点 か ら評価 し、こ れ まで 果 た して 来 た、
機能 や 期待 をさ れ 課題 が あ る の か明 らか にす る こ と を 目的 と し

た。
【方 法 】発 達 障害 児 を対 象 とす る 「エ コ

ー
キ ッ ズ 体操 ク ラ ブ」 （以

下 エ コ ー） に 参加 す る保護 者 15名 を対 象 に質問 紙 調査 を2014年
7−−9月 の 間に 実施 した。Matuishi　et　a！．に邦訳 された保護者評定 ：

SDQ （Strength　Difficulties　Questionnaire　2008） を参考に作成 し

た 25項目 に つ い て 、保護者 の 視 点か ら児童の 成長 を振 り返 り 「変

化」 が あ っ た もの に 回答を求め た 。 SDQ は、「子 ど もの 強 さと困

難 さア ン ケート」 と邦訳 され て お り、精神的 な変化を明 らか に

す る指標 と し て有効 で あ る 。本調 査 で は、こ れ ら の 「変化」 に

エ コ
ー

が ど の程 度影響 した と考えて い る か も併せ て 回答 を求 め

た。
【結 果 と考察】SDQ の 中で 、「多動」 に関 す る項 目で は 「落ち着 き、
長 い 間 じ っ と して い られ る よ うになっ た 。」（6名）「もの ご と を最

後 まで や りとげ、集 中力 がつ い た。」 （6名 ）、「向社会性」 の項 目

で は 「他 人 の 気 持 ち を よ く気づ か うよ うに な っ た。」 （6名 ）が、
児童 の 変化 と エ コ

ーの 関連性が 「大 きい と思 う」 「少 し影 響 した

と思 う」項 目と して 挙 げ ら れ た 。 これ ら は エ コ
ーが もた らす特

徴 と考え られ た。また 保 護者 は、エ コ
ー

で の 活動 に よ る 「変化 」

に つ い て、活動 期 間 と の 関連 性を評 価 し て お り、エ コ ーに 長 期

間参加 して い る保 護者 ほ ど子 ど もの 「変化」 に与える 影響 の 大

きさ を 回答 す る傾 向 に あ っ た。本調査 の 結 果、保 護者 は、児童

の 変 化 と エ コ
ー

の 関 連 性 が あ る と回答 し、こ の 活動 に 参加 して

い る理 由 と して 、「エ コ ーで は こ れ ら （上 記の 項目 に見 られ る 内

容 ）が 付 与 され る はず で あ る」 とい う期待が 見 られ た 。 また、保

護者 の 回答 が な い 項 目 は、今後 の エ コ
ー

の 活動 内容 を見 直す課

題 と考え られた。

ポ ス ター発表

発 達 障害 児 に お け る 運 動 意 欲 に 関 す る 質問 紙項 目 に つ い て の 研

究

○齋籐宣子
L

、澤江幸則
u

、齊藤 まゆ み
！

D 筑波大学大学院

2）筑波大学

【目的】発 達障害児の 障害特性の うち、特に 社会性や コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン の 困難 さに 着 目 し、そ の 困難 さが 発達 障害 児に お ける 運

動嫌 い の 起因 とな っ て い る の で は な い か と考えた。そ れ を前提

に、我々 は発達 障害児の 運動意 欲 を構 成 す る要 素 を明 らか に し

た の ち に、運動 意欲を高め る ため の 支援 を考える こ と を目標 に

研 究 を進 め て きた。本研 究 で は 上 記の 目標 を達 成す る た め の
一

環 と して、発達 障害児 へ の 運 動意欲調査 に おける 適切 な質問項

目に つ い て検 討す るこ とを目的 と した 。

【方法】ア ダ プ テ ッ ド体 育 ・ス ポ
ー

ツ 学 を専攻 して い る 学生 13名

を対 象に 予備 的調査 と し て 実 施 した。運 動 意 欲 に 関す る調 査項

目 と して 、猪俣 ら （1987）や 齋藤 ら （2014）な どを参 考 に、自

己有 能感 ・身体 活動欲 求 ・精神 安 定欲 求
・
達 成 欲 求

・
自己 顕 示

欲 求
・
報酬 欲 求

・親和欲求 の 7 つ の カ テ ゴ リ
ー

に 分類 で きる 36

項 円 を 設定 した 。 こ の 項 目 を尋 ね る 際 に まず、運 動 に対 す る 意

識 の 違 い を 明確 に す る た め 、運 動 の 好 き・
嫌 い を尋ねた。さ ら

に 好 き ・嫌 い が 競 技歴 に影響 して い る か を調べ る た め、小 学校

か ら大学 ま で の 競技 歴 を 尋 ね る こ と と し た 。加 え て 、質問項 目

に 関 し て 発達障 害児 に 回 答 を求め る うえで の 問題 点を指摘 して

も ら うこ と と した。
【結果 1 自己 有 能感 （2．60± O．17）、身体 活 動欲 求 〔291±0．39）、
精神安定欲求 （3．15± 0．68）達成欲求 （2．92± 0．42｝、自己顕 示欲 求

（1、95± 0．45）、報酬 欲求 〔1．74 ± O、36）、親和欲 求 （3．06± O．31） の

カ テ ゴ リ
ー

間に 差が 見 られ、ば らつ きの あ る項 目と そ うで な い

項 目が あ っ た。こ れ らの 特徴 に つ い て検討 した。質問項 目の 問

題 点 と して は 、意味 が 重複 す る 表 現、曖 眛 な対 象の 表 現が 発 達

障害児 に 回答 を求 め る 際、質問 の 理 解不足や混 乱 を招 く恐 れ が

ある と指摘 を受 けた。し たが っ て、質問項 目の 改善の 要点 と して、
意 味 が 重複 す る質 問 項 目 の 統

一、対象 や 状況 の 明確化が 挙げら

れ た。そ れ らの 検討 を もとに改 善 し たア ン ケート項 目で 発 達障

害児 に対 して 試行 的に実 施 した。

発達障害児の 保護者が持 つ 「困 り感」
一子 どもの 運勳能力 とス ポー

ツ参加 を中心に
一

○吉 岡尚美、内田匡輔、重藤誠市郎、大和泰基

　東海大学体 育学部

【目的】近年、発 達障害児の 特徴 に合 わせ た 効果 的な 運 動指導法

が示唆 され、多 くの 指導現場 で 実践 が可 能に な っ て い る
一方 で、

保護 者か ら は 「発 達 障害 児 は 運 動す る 機会 が 少 な い 」 とい う声

が 依 然 と し て 聞か れ る。そ こ で 本 研 究で は、発達 障害児 の 保護

者が子 ど もの 運動 能力 やス ポ
ー

ツ 参加 に つ い て気に なる こ とや

困 っ て い る こ とを明 らか にす る こ とを日的 と した。
【方法 】発達障害児 を対象 とす る 体操教室に 参加す る子 どもの 保

護者15名を対象に 質問紙調 査 を実施 した。運動 能力に 関する 34

項 目に つ い て 気 にな る か 否か を尋ねる と ともに、幼 児期 か ら現

在を 振 り返 っ て、子 ど もの 運動 や ス ポ ーツ 参加 に お い て 困 っ た

こ と や悩 ん だ こ と を 自由記述 で尋ね た。
【結 果 と考察】運動 能力 に 関す る 項 目で は、「鉄棒の 逆 上が りが

で きな い （苦手 ）」 （15名 ）、「持久力 が ない 」 ｛13名 ）、「ボ
ー

ル が

うま くキ ャ ッ チ で き ない （ぎこ ち ない ）」（12名 ）、「筋力 が 弱い 」（10

名 ）、「マ ッ ト運 動の 後転が で きな い （苦手）」（10名）、が 「気 に

なる 1項 目 と して 挙 げられ た。また、自由記述 で は、地域の ス ポー

ツ ク ラ ブ に 通 え な い こ とが 保 護者 の 悩 み と して 示 され た。そ の

中で も、水 泳 を習 わ せ た い が、入 会する こ と や 継続 す る こ と が

（22）22
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